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研究テーマ（発表タイトル） 

Google analytics を教える講義 ～意義と効果について～ 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

我々の最大の目的は GoogleAnalytics（以下 GA）を学生にわかりやすく教えていくことである。そのために GA を全く知らない学

生に講義を行うという形をとり、最終的にはアクセス分析に関する学生の敷居をさげ、web のアクセス解析をより身近なものにす

るためのアイデアの提示とそれを講義で実践していく。また企業を訪問して、企業が学生に求めている能力を把握し、学生たちに

伝えていくことにより、アクセス解析の重要性を知ってもらうことである。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

10 年間の日本における広告費の現状として紙媒体のものが下がり続けており、ネットの広告費が上がり続けている。どのような企

業でもインターネットを利用した施策が必要不可欠である。そこで GA の活用である。2017 年時点で GA を導入している上場企業

は約 8 割と非常に多いことがわかっている。無料で使えて非常に強力なツールである。どこから流入してきたか、どの広告から飛

んできたのか、どのキャンペーンが効いたのか、など細かくサイトの分析することができる。地域ごとに効果を測定し、さらに年

代ごとにも分析ができるというものである。学生への意識調査のアンケート結果より GA に関する学生の認知度は 2 割程度しかな

いことがわかっている。学生たちは Excel の関数なども使える人も少なく IT リテラシーが低いことも現状として挙げられる。 

またセミナーなどに参加して web コンサルを行う企業や広告代理店へのヒアリングで東京、大阪に比べて、福岡企業のアクセス解

析なども遅れているという結果が明らかになった。また大学側の現状として、福岡大学には情報系の講義があるが web アクセス解

析の講義はない。他の様々な大学にも情報系の学部、データを扱う学部が増えているが、アクセス解析について詳しく教えている

講義はないことが分かっている。 

                                                                                      

３．研究テーマの課題 

上記の結果から、企業の方が活用できていなかつどんな企業にも必要とされる能力の一つとして、web のアクセス解析が挙げられ

る。しかしアクセス解析に対する知識を十分に持っている学生はほとんどいない。また、GA は企業向けのツールであり、学生が個

人で学習することはなかなか難しいということである。Google は GA について様々なサービスを用意している。その中のアナリテ

ィクスアカデミーというものが用意されているが、英語のみしかなく字幕で複数の言語に対応している。しかし学生が英語で聞き



ながらなおかつ初めて聞く専門用語を理解していくのは、やや難易度が高い。学生が学ぶ価値はあるが、敷居が高い。そこで、学

生に学ぶ敷居を低くするために、講義という形で学生へアプローチすることとなった。講義であれば、初心者向けに内容を考えて

いくので学ぶ敷居は低くなると考えられる。 

アンケート結果から学生は Instagram のインサイト、Twitter のアクセシビリティ等の機能を使用していることが分かっており、

学生も意識の範囲外でアクセス解析に触れていて、アクセス解析の素地があることが分かった。しかし学生は GA となると 7 割の

人が知らないという課題が存在している。そのような学生に、GA を学んでもらうことでデータ分析の様々な面も認識してもらう。 

企業側の視点からの課題点は、現在の企業に必須ともいえるアクセス解析は、自社サイトを所持している企業でさえも、アクセス

解析に関する知識がない場合もあり、その分野の専門家に依頼することもあることが課題として挙げられる。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

上記のことを解決していく手段の一つとして、学生のうちにアクセス解析に触れ、少しでも web に対するリテラシーを持つことが

挙げられる。その中の解決策の一つとして、Google が教材の一つとして提供している Google Merchandise Store のアクセス状

況を見ることができるデモアカウントの活用である。これは Google のアカウントを持っている人ならば誰でも無料で使えるサー

ビスである。これで実践しながら学んでいく。デモアカウントの活用を講義の骨組みとする。その際、最大の壁となるのが、専門

用語を理解することである。GA には専門用語が多く馴染みがない言葉もあり、なかなか理解が難しいものである。そこでもう一つ

の解決策として、専門用語を使わずに学んでもらう工夫を考えた。用語自体を講義中にほかの言葉に置き換え説明するというアイ

デアを講義中に用い、その効果についてアンケートを取る。どれだけ講義が面白かったか、ほかの言葉に置き換えて説明すること

がわかりやすかったかなどについて測定する。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

活動内容 

１、講義の際に我々が用語をイラストを使って分かりやすく学生たちに説明 

２、企業へ訪問して我々が考えた分析方法でリアルなデータを分析させていただき、企業の課題解決のための提案 

３、Google アナリティクスアカデミー https://analytics.google.com/analytics/academy/ 

４、企業へのヒアリング 6 社 

５、学生へ意識調査のアンケート（Google フォーム）2018/7/20 

６、GA を使った講義を受けてくれた生徒へのアンケート（Google フォーム）2018/11/01 

６．結果や今後の取り組み 

GA の講義を受けてくれた生徒へのアンケート結果から約９割の学生が講義を面白いと答えてくれた。さらに我々が考えたイラス

トを用いた専門用語の説明について 8 割以上の学生たちがわかりやすかったと回答してくれている。web の重要性も十分に学生に

伝えることができた。講義の難易度を難しいと感じている学生は多かったが、講義を約二か月しか受けていない学生でも、デモア

カウントを使って、Direct からのユーザーのコンバージョン率が最も高いことから、ブックマークを登録している人はヘビーユー

ザーが多いのではないかという仮設を立てることもできた。このようにアンケートや学生に実際に聞いた声から、講義で web のア

クセス解析を教える意義は十分あることが明らかになっている。 

今後の取り組みとして二つを考えている。一つは私たちが実際に行った企業のアクセス解析を講義にも取り入れて、より高度で実

践的なものにしていくことである。二つ目はこの講義の評価が高ければ、他大学でもアクセス解析の講義が開講されることが予想

されるので、大学間で蓄積した知識や経験を共有できるようになることを目標としている。 
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【企画シート作成上の注意】 ※「第９回 西日本インカレ（合同研究会）大会参加要項」も合わせてご確認のうえ、企画シートの作成を行ってください。 
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